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イ
コ
ン
と
は
、正
教（
キ
リ
ス
ト
教
最

古
の
教
派
）に
お
け
る
聖
像
画
の
こ
と
で

す
。
ハ
リ
ス
ト
ス（
キ
リ
ス
ト
）や
至
聖

生
神
女（
聖
母
マ
リ
ア
）・
聖
人
等
を
描

く
イ
コ
ン
は
、神
に
至
る
門（
ま
た
は
扉
）

と
し
て
、
正
教
の
礼
拝
時
に
用
い
ら
れ

ま
す
。

　

町
指
定
文
化
財「
イ
コ
ン『
至
聖
生
神

女
』」は
、
カ
ン
バ
ス
に
油
絵
具
で
聖
母

マ
リ
ア
を
描
い
た
も
の
で
、
手
本
を
忠

実
に
模
写
す
る
と
い
う
中
世
ビ
ザ
ン
チ

ン
の
キ
リ
ス
ト
教
芸
術
観
念
を
現
代
に

伝
え
て
い
ま
す
。イ
コ
ン
の
大
き
さ
は
、

縦
一
三
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
横
六
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
で
、
正
面
に
立
つ

と
そ
の
存
在
感
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
制

作
年
代
は
明
治
時
代
後
期
と
推
定
さ
れ
、

作
者
は
笠
間
市
出
身
の
イ
コ
ン
画
家

「
山
下
り
ん
」と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
下
り
ん
は
、
明
治
一
三
（
一
八
八

〇
）年
か
ら
三
年
間
、ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク

ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
修
道
院
で
イ
コ
ン
制

作
を
学
び
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
東
京

都
神
田
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
内
の
ア

ト
リ
エ
で
、
数
百
点
も
の
イ
コ
ン
を
制

作
し
て
い
ま
す
。

　

圷
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
は
、
上
圷
の

猪
野
亀
太
郎
が
中
心
と
な
り
、明
治
二
二

（
一
八
八
九
）年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
県
内
唯
一
の
正
教
会
で
す
。
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護
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会
会
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小
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映
一
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せ　
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員
会
事
務
局
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竹
林
に
風
わ
い
て
く
る
ぬ
く
き
冬

　
　
　
　
　
　 

瀬
谷
　
博
子

凍
蝶
や
四
代
の
御
代
生
か
さ
れ
て

　
　
　
　
　 

今
瀬
　
多
代
美

波
を
追
ひ
波
を
躱
し
て
浜
千
鳥

　
　
　
　
　 

中
野
　
千
賀
子

厄
払
ひ
の
磯
前
神
社
寒
紅
梅

　
　
　
　
　
　 

綿
引
　
英
子

泥
水
は
埃
と
な
り
し
猫
じ
ゃ
ら
し

　
　
　
　
　
　 

飯
田
　
勇
一

て
い
ね
い
に
焼
く
餅
父
の
は
る
か
な
り

　
　
　
　
　
　 

竹
内
　
幸
子

 

世
も
変
り
御
節
料
理
も
宅
配
で

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
多
蔵

ハ
ー
ト
な
い
義
理
チ
ョ
コ
ば
か
り
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン

　
　
　
　
　
　 

車
田
　
綾
子

今
日
も
ま
た
予
定
は
な
い
が
何
か
す
る

　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
孝
一

筑
波
空
戦
い
し
我
今
生
き
て

　
　
　
　
　
　
　 

川
原
　
清

長
年
の
光
降
り
来
る
冬
木
の
芽

　
　
　
　
　 

仲
田
　
ま
ち
ゑ

諸
鳥
の
声
の
鋭
き
冬
木
立

　
　
　
　
　
　 

田
口
　
勝
元

朝
も
や
に
敷
き
つ
め
ら
れ
し
落
葉
道

　
　
　
　
　
　 

羽
石
　
雅
春

着
ぶ
く
れ
て
恐
ろ
し
き
も
の
何
も
な
し

　
　
　
　
　
　 

寺
門
　
孝
子

孫
集
め
暮
れ
の
餅
つ
き
に
ぎ
や

か
に
小
雨
の
中
で
心
晴
れ
ば
れ

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
欽
子

町
の
幸
呼
ぶ
に
誑
す
や
告
訴
す

る
温
故
知
新
も
我
の
道
行
く

　
　
　
　
　
　 

矢
次
　
洋
平

夕
焼
は
い
ま
美
し
く
広
が
れ
り

遠
き
ふ
る
さ
と
の
空
も
染
め
ゐ
む

　
　
　
　
　 

渡
辺
　
千
紗
子

き
さ
ら
ぎ
に
逝
き
た
る
母
の
面
影

を
思
い
出
さ
せ
る
庭
の
ろ
う
ば
い

　
　
　
　
　
　
　 

島
　
愛
子

令
和
の
朝
如
何
な
心
で
お
立
ち
台

サ
ン
グ
ラ
ス
姿
の
上
皇
后
さ
ま

　
　
　
　
　
　 

信
田
　
育
子

新
年
の
虚
空
蔵
尊
に
参
詣
す
小

正
月
な
る
人
出
賑
わ
う

　
　
　
　
　 

冨
田
　
佐
智
子

成
人
の
日
を
迎
え
た
る
長
女
孫

の
振
り
袖
姿
い
と
初
々
し

　
　
　
　
　 

萩
谷
　
登
喜
子

働
い
た
寡
黙
な
夫
は
天
国
へ
広

い
茶
の
間
は
寒
く
て
む
な
し

　
　
　
　
　
　 

薗
部
　
光
子

　み
づ
か
ら
の
意
志
で
動
け
ぬ
齢
と
な

り
感
謝
を
し
つ
つ
楽
し
く
生
き
む

　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

焼
き
に
ん
に
く
真
綿
に
つ
つ
み
首
に

巻
き
く
れ
た
る
母
を
偲
ぶ
冬
冷
え

　
　
　
　
　 

杉
山
　
み
ち
こ

ふ
わ
ふ
わ
の
落
葉
踏
み
つ
つ
軽
や
か

に
秋
陽
射
し
込
む
木
立
の
中
ゆ
く

　
　
　
　
　
　 

大
森
　
久
子

祖
父
に
よ
く
似
た
る
末
孫
を
久

々
に
見
れ
ば
遠
き
日
甦
り
来
る

　
　
　
　
　
　 

佐
川
　
あ
や

遠
き
日
の
夫
と
行
き
た
る
旅
に
し
て

帰
路
の
飛
行
機
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　 

所
　
美
惠
子


